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本器本器本器本器をををを末永末永末永末永くごくごくごくご愛用愛用愛用愛用いただくためにいただくためにいただくためにいただくために、、、、ごごごご使用使用使用使用のののの前前前前にこのにこのにこのにこの取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書をよくおをよくおをよくおをよくお読読読読みのうえみのうえみのうえみのうえ、、、、正正正正しいしいしいしい方法方法方法方法でででで    

ごごごご使用下使用下使用下使用下さいさいさいさい。。。。    

尚尚尚尚、、、、このこのこのこの取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書はははは、、、、必要必要必要必要なときにいつでもなときにいつでもなときにいつでもなときにいつでも取取取取りりりり出出出出せるようにせるようにせるようにせるように大切大切大切大切にににに保存保存保存保存してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。    
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安全安全安全安全にごにごにごにご使用使用使用使用いただくためにいただくためにいただくためにいただくために        

                 
 ごごごご注意注意注意注意 
 

・ この取扱説明書をよくお読みになり、内容を理解してからご使用ください。 

・ 本書は、再発行致しませんので、大切に保管してください。 

・ 製品の本来の使用法及び、取扱説明書に規定した方法以外での使い方に対しては、安全性の

保証はできません。 

・ 取扱説明書に記載された内容は、製品の性能、機能向上などによって将来予告なしに変更す

ることがあります。 

・ 取扱説明書に記載された絵、図は、実際のものと異なる場合があります。また一部省略した

り、抽象化して表現している場合があります。 

・ 取扱説明書の内容に関して万全を期していますが、不審な点や誤り記載漏れなどにお気づき

の時は、技術サービスまでご連絡ください。 

・ 取扱説明書の全部または、一部を無断で転載、複製することを禁止します。 

・ カスタマーサービスをよくお読みください。（最終ページ） 

 

    使用使用使用使用しているしているしているしている表示表示表示表示とととと絵記号絵記号絵記号絵記号のののの意味意味意味意味 

 
■ 警告表示警告表示警告表示警告表示のののの意味意味意味意味    

警告
    

警告表示とは、ある状況または操作が死亡を引き起こす危険性があることを

警告するために使用されます。 

注意
    

注意表示とは、ある状況または操作が機械、そのデータ、他の機器、財産に

害を及ぼす危険性があることを注意するために使用されます。 

ＮＯＴＥＮＯＴＥＮＯＴＥＮＯＴＥ 注記表示とは、特定の情報に注意を喚起するために使用されます。 

 

    ■■■■絵記号絵記号絵記号絵記号のののの意味意味意味意味    

    

 

 
警告、注意を促す記号です。 

 

禁止事項を示す記号です。 

 

必ず実行しなければならない行為を示す記号です。 
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安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意    必必必必ずおずおずおずお守守守守りくださいりくださいりくださいりください 

 

警告
 

感電や人的傷害を避けるため、以下の注意事項を厳守してください。 

 

禁止禁止禁止禁止    

    

取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書のののの仕様仕様仕様仕様・・・・定格定格定格定格をををを確認確認確認確認のののの上上上上、、、、定格値定格値定格値定格値をををを超超超超えてのごえてのごえてのごえてのご使用使用使用使用はははは避避避避けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。 

使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 

 

 

 

強制強制強制強制    

    

使用使用使用使用するするするするコードコードコードコード類類類類（ＡＣ（ＡＣ（ＡＣ（ＡＣアアアアダプタダプタダプタダプタ電源電源電源電源コードコードコードコードをををを含含含含むむむむ））））はははは使用使用使用使用するするするする前前前前にににに必必必必ずずずず点検点検点検点検（（（（断線断線断線断線、、、、

接触不良接触不良接触不良接触不良、、、、被覆被覆被覆被覆のののの破破破破れれれれ等等等等））））してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。点検点検点検点検してしてしてして異常異常異常異常のあるのあるのあるのある場合場合場合場合はははは、、、、絶対絶対絶対絶対にににに使用使用使用使用しししし

ないでくださいないでくださいないでくださいないでください。。。。      

使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 

              

 

禁止禁止禁止禁止    

    

本器本器本器本器をををを結露状態結露状態結露状態結露状態またはまたはまたはまたは水滴水滴水滴水滴のかかるのかかるのかかるのかかる所所所所でででで使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 

故障の原因となります。また製品の性能が保証されません。 

 

 

 

強制強制強制強制    

    

本器本器本器本器とととと被試験物被試験物被試験物被試験物ととととをををを接続接続接続接続するするするする場合場合場合場合はははは必必必必ずずずず、、、、被試験物被試験物被試験物被試験物がががが活動状態活動状態活動状態活動状態かかかか停電停電停電停電しているしているしているしている状態状態状態状態かかかか

をををを本器本器本器本器のののの検電機能検電機能検電機能検電機能でででで確認確認確認確認してからしてからしてからしてから接続接続接続接続・・・・測定測定測定測定してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。  

感電の原因となる場合があります。 

 

 

分解禁止分解禁止分解禁止分解禁止    

    

カバーカバーカバーカバーをあけたりをあけたりをあけたりをあけたり、、、、改造改造改造改造したりしないでくださいしたりしないでくださいしたりしないでくださいしたりしないでください。。。。 

製品の性能が保証されません。 

 

    

 

強制強制強制強制    

    

設置設置設置設置、、、、計測中計測中計測中計測中にににに電源電源電源電源ブレーカーブレーカーブレーカーブレーカーがががが切切切切れたれたれたれた場合場合場合場合、、、、切切切切れたれたれたれた原因原因原因原因をををを明確明確明確明確にしてにしてにしてにして、、、、そのそのそのその原因原因原因原因をををを

取取取取りりりり除除除除いてからいてからいてからいてから試験試験試験試験をををを再開再開再開再開してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

そのまま行うと火災・感電の原因となります。 

 

 

禁止禁止禁止禁止    

    

接続接続接続接続するするするする時時時時、、、、電気知識電気知識電気知識電気知識をををを有有有有するするするする専門専門専門専門のののの人人人人がががが行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。 

専門の知識や技術がない方が行うと危害や損害を起こす原因となる場合があります。 
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安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意    必必必必ずおずおずおずお守守守守りくださいりくださいりくださいりください 

 

注意
 

本器本器本器本器またはまたはまたはまたは被試験装置被試験装置被試験装置被試験装置のののの損傷損傷損傷損傷をををを防防防防ぐためぐためぐためぐため、、、、記載事項記載事項記載事項記載事項をををを守守守守ってくださいってくださいってくださいってください。 

 

禁止禁止禁止禁止    

 

落下落下落下落下させたりさせたりさせたりさせたり、、、、堅堅堅堅いものにぶいものにぶいものにぶいものにぶつけないでくださいつけないでくださいつけないでくださいつけないでください。。。。 

製品の性能が保証されません。故障の原因になります。 

 

 

禁止禁止禁止禁止    

 

本器本器本器本器のののの清掃清掃清掃清掃にはにはにはには、、、、薬品薬品薬品薬品（（（（シンナーシンナーシンナーシンナー、、、、アセトンアセトンアセトンアセトン等等等等））））をををを使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 

カバーの変色、変形を起こす原因となります。 

     

 

強制強制強制強制    

 

測定測定測定測定コードコードコードコード類類類類のののの取取取取りりりり外外外外しはしはしはしは、、、、コードコードコードコード自体自体自体自体をををを引引引引っっっっ張張張張らずにらずにらずにらずにコネクタコネクタコネクタコネクタ部部部部をををを持持持持ってってってって外外外外してくしてくしてくしてく

ださいださいださいださい。。。。 

コード自体を引っ張ると故障原因となる場合があります。 

  

 

禁止禁止禁止禁止    

 

保管保管保管保管はははは、、、、６０６０６０６０℃℃℃℃以上以上以上以上のののの高温高温高温高温のののの所所所所またはまたはまたはまたは、－、－、－、－２０２０２０２０℃℃℃℃以下以下以下以下のののの低温低温低温低温のののの所及所及所及所及びびびび、、、、多湿多湿多湿多湿なななな所所所所をさをさをさをさ

けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。またまたまたまた直射日光直射日光直射日光直射日光のののの当当当当たるたるたるたる所所所所もさけてくださいもさけてくださいもさけてくださいもさけてください。。。。 

故障の原因となります。 

 

 

禁止禁止禁止禁止    

 

ゆるいゆるいゆるいゆるいコンセントコンセントコンセントコンセントににににＡＣＡＣＡＣＡＣアダプターアダプターアダプターアダプター電源電源電源電源コードコードコードコードをををを差差差差しししし込込込込んでんでんでんで充電充電充電充電しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 

製品の性能が保証されません。 
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製品製品製品製品のののの開梱開梱開梱開梱 
 

    

本器到着時本器到着時本器到着時本器到着時のののの点検点検点検点検 
 

本器がお手元に届きましたら、輸送中において異常または破損や紛失物が

ないか点検してからご使用ください。 

万一、損傷等の異常がある場合には、お手数ですが弊社最寄りの支店・営

業所またはお買い求めの取扱店へご連絡ください。 

 

    

製品製品製品製品のののの開梱開梱開梱開梱 
 

次の手順で開梱してください。 

手 順 作 業 

１ 梱包箱内の書類等を取り出してください。 

２ 製品を梱包箱から注意しながら取り出してください。 

３ 
梱包箱内の全ての付属品を取り出し、標準装備の付属品が全

て含まれていることをご確認ください。 
 

 

 

免責事項免責事項免責事項免責事項についてについてについてについて 
 

 

●本商品は、電圧、電流を出力、計測をする製品で、電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定

器です。試験、測定に関わる専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤った測定による感電事故、

被測定物の破損などについては弊社では一切責任を負いかねます。 

本商品により測定、試験を行う作業者には、労働安全衛生法 第 6章 第 59 条、第 60 条及び第 60 条

の 2に定められた安全衛生教育を実施してください。 

●本商品は各種の電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定に使用するもので、電気配線、電気

機器、電気設備などの特性を改善したり、劣化を防止するものではありません。被試験物、被測定物

に万一発生した破壊事故、人身事故、火災事故、災害事故、環境破壊事故などによる事故損害につい

ては責任を負いかねます。 

●本商品の操作、測定における事故で発生した怪我、損害について弊社は一切責任を負いません。また、

本商品の操作、測定による建物等への損傷についても弊社は一切責任を負いません。 

●地震、雷（誘導雷サージを含む）及び弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お

客様の故意または過失、誤用その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責

任を負いません。 

●本商品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●保守点検の不備や、環境状況での動作未確認、取扱説明書の記載内容を守らない、もしくは記載のな

い条件での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 

●弊社が関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●本商品に関し、いかなる場合も弊社の費用負担は、本商品の価格内とします。 
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1 

 

1.    一般概要一般概要一般概要一般概要    
 

1.1    概概概概    要要要要 
 

本器は、小型軽量でポケットサイズの交流電圧計付デジタル絶縁抵抗・接地抵抗計です。 

標準仕様として、３レンジの絶縁抵抗計に２極法（簡易法）の接地抵抗計を搭載した現場用測定器です。

また、電源オートパワ－オフ機能、表示値オートホールド機能、オルタネート機能、有電圧警告機能、コン

パレーター機能などの便利な機能が装備されています。 

 絶縁抵抗計・接地抵抗計は、日常の電気工事・保安管理において、必要不可欠な計測器であり、より簡便

に携帯し測定に使用できることが求められています。昨今、接地端子付３Ｐコンセントの義務化等により、

電気・機械器具の絶縁、接地抵抗の測定や良否判定が感電事故や、漏電災害を防止する上で重要な管理要素

となっています。そのような設備環境の中で、誰でも簡単に測定でき判定が行える「３レンジの絶縁抵抗計」

と「高性能な２極法の接地抵抗計」さらに「検電器」「電圧計」の４機能を一体化させたハンディー・パスポ

ートサイズの「コンパクト絶縁・接地抵抗計」です。 

 

 

1.2    特特特特    徴徴徴徴    
 

●ポケットサイズのデジタルテスタで、交流電圧計、絶縁抵抗計、接地抵抗計を装備。 

●絶縁抵抗計は測定対象に合わせて３レンジ選択、発生電圧は定格測定電圧の１２５％以内に制御され安

全測定。 

●接地抵抗計は補助接地棒不要で、簡単にＢ種及び、Ｄ種の接地抵抗測定が可能な２極法（簡易法）を採

用、測定電流は５ｍＡの定電流測定方式で配線用漏電ブレーカの誤作動も防止。 

●接地抵抗計は静電容量の影響を受けない新回路方式を採用。 

［用語解説］ 

◎接地抵抗計のセルフテスト機能 

   絶縁抵抗測定モード(レンジ)から接地抵抗測定モード(レンジ)に切り替えた時、本器が１０秒間自

動的に０Ω調整(オフセット)を実行。その間は、テストスイッチを押しても、接地測定は待機状態

となる。 

●電源オートパワーオフ機能付き。 

●測定値オートホールド機能付き。 

●絶縁抵抗計でのオルタネート（出力ホールド）機能付き。 

［用語解説］ 

◎絶縁抵抗計のオルタネート機能(Ｈ.ＯＵＴ) 

  本器の電源をオルタネート機能で立ち上げ、テストスイッチ(ＴＥＳＴ)を１回押すと、絶縁抵抗測

定中(電圧出力中)を継続。再度テストスイッチを押すと、測定を終了。 

 

●絶縁抵抗管理点以下の測定値を点滅表示する判定機能（コンパレーター機能）付き。 

●接地抵抗管理点以上の測定値を点滅表示する判定機能（コンパレーター機能）付き。 

●商用電源測定用にＡＣ１５Ｖ～６５０Ｖまでの交流電圧測定機能付き。 

●音で知らせる有電圧警報機能付き。 

●電池残量表示機能付き。 

●測定値読み取りに便利なバーグラフ採用のＬＥＤバックライト付き大型ＬＣＤ表示器を搭載。 
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1.3    付属品付属品付属品付属品 
 

1.3.1    付属付属付属付属プローブプローブプローブプローブ 
 

製品名 長 さ 数 量 

１． 測定プローブ赤・黒コードセット（２本１組） 約１２００ｍｍ  １組 

２． ライン側プローブ先端ピン（赤） 約１２３ｍｍ  １本 

３． アース側プローブ先端クリップ（黒） 約８１ｍｍ  １本 

４． ライン側測定プローブホルダー 約８０ｍｍ  １本 

 

１． 測定プローブ 

赤・黒コードセット 

（２本１組） 

 

～～ ～～ ～～ ～～

１２００

Ｌ型端子
（本地接続側）

ストレート端子
（プローブまたはクリップ取付け側）

 

２．ライン側 

プローブ先端ピン(赤) 

 

 

１０５１８

 
 

３．アース側プローブ 

先端クリップ（黒） 

 

８１

 
４．ライン側測定 

プローブホルダー 

 

８０

 

 

 

1.3.2    そそそそのののの他他他他 
 

品品品品    名名名名    数数数数    量量量量    

単４形ニッケル水素電池（ＨＨＲ－４ＭＰＳ） ４本 

ハンドベルト １個 

リストストラップ １個 

本体収納ケース １個 

取扱説明書 １部 

保証書 １枚 

アンケート葉書 １枚 
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1.4    別売別売別売別売りりりりオプションオプションオプションオプション 
 

 ＩＥ－４４／４５の別売りオプションは下記の通りです。用途に応じてお選びください。 
 

１．ＡＣアダプタ 

[製品 No.１２５５] 

 
型 名 ：１Ｊ４１－０７３０６０Ｄ 
入 力 ：ＡＣ１００Ｖ ５０－６０Ｈｚ １０ＶＡ 
出 力 ：ＤＣ ７.３Ｖ ６００ｍＡ  内側マイナス、外側プラス 
外形寸法：約５２(Ｗ)×７３.６(Ｄ)×４０.５(Ｈ)ｍｍ 
コード長：約１８３０ｍｍ 

 

質 量 ：約２６０ｇ 

～～ ～～ ～～ ～～

ＤＩ－２８Ｐ用ＡＣアダプタと共用可能
 

２．絶縁フレキシブル 

ハンド測定棒 

(カラス) 

手持ちタイプ 

 

(黒・白２種類) 

 

 

８
１
±
３

３７５±５

１８０±５

（収縮時）

絶縁伸縮部

 

３．絶縁フレキシブル 

ハンド測定棒 

(キツツキ) 

手持ちタイプ 

 

(黒・白２種類) 

 

 
３７１±５

１７６±５

（収縮時）

絶縁伸縮部

５
７
±
３
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４．絶縁フレキシブル 

測定棒(カラス) 

本体直接接続タイプ 

 

(黒・白２種類) 

８
１
±
３

３４５±５

１５２±５

（収縮時）

絶縁伸縮部

 

５．絶縁フレキシブル 

測定棒(キツツキ) 

本体直接接続タイプ 

 

(黒・白２種類) 

 

５
７
±
３

３４１±５

１４８±５

（収縮時）

絶縁伸縮部

 
６．ポケッティ用 

ピン測定棒Ｉ(アイ) 
１００

 

７．マグネット 

プローブ(黒) 

  [製品 No.１８８２] 
 

 

２８ １６

１１３５±５

先端マグネット径　φ6.5

黒

 

８．コンセント 

プローブ(黒) 

  [製品 No.１８８３] 

１１７５±５

黒

●接地側 と導通

黒メッキ

 

９．ＭＣキャップ 

(２本１組) 

  [製品 No.１８６４] 
ＭＣキャップ絶縁カバー

95±2

ＭＣキャップ測定ピン
（φ１．２）

（上部断面図）
4～10
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1.5    各部各部各部各部のののの名称名称名称名称    
 

1.5.1    本体各部名称本体各部名称本体各部名称本体各部名称 

 

① ＥＡＲＴＨ端子 ＥＡＲＴＨ側測定プローブ(黒)を接続します。 

② ＬＩＮＥ端子 ＬＩＮＥ側測定プローブ(赤)を接続します。 

③ ＬＣＤ表示器 測定値を表示します。 

④ 充電用ジャック 内蔵電池を充電するためのジャックです。 

専用のＡＣアダプタを接続します／ＤＩ－２８Ｐ ＡＣアダプタ共用 

⑤ 低定格測定電圧(レンジ)表示灯 

⑥ 中定格測定電圧(レンジ)表示灯 

⑦ 高定格測定電圧(レンジ)表示灯 

絶縁抵抗計の定格測定電圧(レンジ)を表示するもので、⑫絶縁抵抗計ス

イッチを押すごとに、定格測定電圧が切り換わります。 

ＬＥＤ点灯状態 ＩＥ-４４ ＩＥ-４５ 

⑤点灯(緑) ５０Ｖ／１０ＭΩ  １２５Ｖ／２０ＭΩ  

⑥点灯(黄) １２５Ｖ／２０ＭΩ  ２５０Ｖ／５０ＭΩ  

⑦点灯(赤) ２５０Ｖ／５０ＭΩ  ５００Ｖ／１００ＭΩ  

電源投入時は必ず低定格測定電圧に位置します。 

絶縁抵抗測定中はＬＥＤが点滅します。 

⑧ 接地抵抗測定表示灯 接地抵抗測定モードである事を表示するもので、⑫接地抵抗計スイッチ

を押すことにより、モードが切り換わります。 

⑧点灯(橙)････接地抵抗測定モード／モード切替え時セルフテス

ト１０秒間が起動しますので、その間は測定に入れ

ません。 

接地抵抗測定中はＬＥＤが点滅します。 

⑨ 充電状態表示灯 ＡＣアダプタが挿入されている時点灯し、充電中は点灯し続けます。 

● 充電電池０Ｖから満充電まで約１５～２０時間かかります。 

● 重ね充電時は、５～１０時間で満充電となります。 

EARTH LINE

TESTTESTTESTTEST

絶縁

ＥＲ

１２５Ｖ ２５０Ｖ

 

ＣＨＧ

ＤＣ ７Ｖ

ＰＯＷＥＲ

EARTH LINE

BAT APS NG HD OUT.H

0 100 200 300 400 500 600

100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 0.05 0

VΩ

MΩ

MΩ

V
％

∞

⑭

⑱

⑮

⑲

⑬

⑫

⑪

⑩

① ②

⑤

⑥

⑦

⑯

④

⑰

③

⑧IＮＳＵＬＡＴＩＯＮ

ＥＡＲＴＨ

電源

製品番号 1612
製造番号 NO.　
製  造  年
　　　　　定格測定電圧
125V/20MΩ　250V/50MΩ　500V/100MΩ

５００Ｖ

⑨

   Ｉ   Ｉ   Ｉ   ＩＮＳＵＬＡＴＩＯＮ ＆ ＥＡＲＴＨＮＳＵＬＡＴＩＯＮ ＆ ＥＡＲＴＨＮＳＵＬＡＴＩＯＮ ＆ ＥＡＲＴＨＮＳＵＬＡＴＩＯＮ ＆ ＥＡＲＴＨ
     RESISTANCE TESTER     RESISTANCE TESTER     RESISTANCE TESTER     RESISTANCE TESTER

接地

MADE IN
JAPAN

ＰｏｃｋｅｔｙＰｏｃｋｅｔｙＰｏｃｋｅｔｙＰｏｃｋｅｔｙ

ＰｏｃｋｅｔｙＰｏｃｋｅｔｙＰｏｃｋｅｔｙＰｏｃｋｅｔｙ
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⑩ 電源スイッチ 本体の電源を入／切するスイッチです。 

電源をＯＮしてから、本体のスイッチを操作しない場合は、６０秒間

で電源が自動的にＯＦＦとなります(オートパワーオフ機能)。 

通常モード／オルタネートモード(絶縁抵抗計)での立ち上げ方法、オ

ートパワーオフからの復帰動作については、2.3.1 項「起動操作」を

参照して下さい。 

⑪ 接地抵抗計スイッチ 接地抵抗計モードを選択するスイッチです。 

モード切替え時セルフテスト１０秒間が起動しますので、その間は測

定に入れません。 

⑫ 絶縁抵抗計スイッチ 絶縁抵抗計モード(レンジ)を選択するスイッチです。 

絶縁抵抗計モードでスイッチを押すことにより、定格測定電圧が切り

換わります。 

電源投入時は必ず低定格測定電圧に位置します。 

⑬ 試験スイッチ 試験(測定)を開始(停止)するスイッチです。 

試験方法については、2.3.4 項「絶縁抵抗計」、2.3.5 項「接地抵抗計」

を参照して下さい。 

⑭ 定格表示プレート 定格、製造番号、製造年が記されています。 

⑮ 電池収納部 単４形ニッケル水素(Ｎｉ－ＭＨ)電池４本が収納されています。 
  

警告
 

・ 電池交換では単４形一次乾電池(マンガン・アルカリ・オキシ

ライト等の一般単４乾電池)の使用はできません。一次乾電池

で充電を行いますと、爆発・発火・液漏れを引き起こす恐れ

があるため、一次電池には絶対に充電しないで下さい。 

  

⑯ プローブホルダー取付部 付属のプローブホルダーを取り付けるための穴(２箇所)です。 

⑰ リストストラップ取付部 付属のリストストラップを取り付けるための穴です。 

⑱ ハンドベルト取付部(上部) 

⑲ ハンドベルト取付部(下部) 

付属のハンドベルトを取り付けるための穴です。 

幅２５ｍｍまでのハンドベルトの取り付けが可能です。 
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1.5.2    ＬＣＤＬＣＤＬＣＤＬＣＤ表示器各部名称表示器各部名称表示器各部名称表示器各部名称 
 

 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑰⑯⑮⑭⑬

⑫

⑪

⑩

⑨

BAT APS NG HD OUT.H

0 100 200 300 400 500 600

100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 0.05 0

VΩ

MΩ

MΩ

V
％

∞

 

 

① 電圧出力表示 絶縁抵抗測定の際、電圧出力中に点灯表示します。 

② 交流電圧計単位表示 交流電圧測定時に表示されます。 

③ 電池電圧測定単位表示 電池電圧測定時に表示されます。 

④

⑤ 
絶縁／接地抵抗測定単位表示 

絶縁抵抗測定時には④⑤両方が表示されます。 

接地抵抗測定時には、⑤のみが表示されます。 

⑥ 交流電圧計単位表示 交流電圧測定時に表示されます／バーグラフ単位表示 

⑦ 接地抵抗測定単位表示 接地抵抗測定時に表示されます／バーグラフ単位表示 

⑧ 絶縁抵抗測定単位表示 絶縁抵抗測定時に表示されます／バーグラフ単位表示 

⑨ バーグラフ目盛り（下） 絶縁抵抗計用のバーグラフ目盛りです。 

⑩ バーグラフ ⑫の表示値と連動して測定値をバーグラフ表示します。 

⑪ バーグラフ目盛り（上） 接地抵抗計／交流電圧計用のバーグラフ目盛りです。 

⑫ 測定値表示部 測定数値をデジタル表示します。 

⑬ 電池電圧消耗表示 電池電圧測定時及び電池残量が３０％以下になると点灯表示します。 

⑭ 省電力表示 オートパワーオフ３秒前より点滅表示します。 

⑮ 抵抗管理値不良(ＮＧ)表示 
コンパレーター機能と連動して、管理設定値(１２ページ)により点滅表示

します。 

⑯ ホールド表示 測定表示オートホールド機能と連動して、ホールド中(５秒間)に表示します。 

⑰ オルタネートモード表示 オルタネートモードで起動したときに表示します／絶縁抵抗計専用です 

 

※使用中における「ＢＡＴ」表示は、電池残量約３０％以下になると表示します。 

 表示後の使用回数については、「1.7.2 基本仕様」電池有効確認の項目を参照してください。 
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1.6    付属品付属品付属品付属品のののの装着装着装着装着 
 

ライン測定プローブのプローブ先端ピンを、本体プローブホルダーに装着することで、片手での測定が行

える便利なホルダーです。 

本体と共にプローブ先端ピンを直接、測定対象(測定電路)にあてて測定することができます。 

 

 

ＮＯＴＥ 

・ ライン測定プローブに絶縁タイプＦＭ測定棒を接続してご使用になられる場合、ＥＡＲＴＨ側において

は別売オプションのマグネツトプローブ、コンセントプローブをご使用すると便利です。 

 

 

※名称の前の○内の数字は、５頁「1.5.1 本体各部名称」に於いて表記された番号を表わします。 

 

手 順 操 作 

１ ＬＩＮＥ側測定プローブホルダーのツメを、方向に注意しながら⑯プローブホル

ダー取付部の２箇所の穴に入れます。(下図①) 

２ プローブホルダーを下方向に引きます。 

「カチッ」と音がするまで確実に引いてください。(下図②) 

プローブホルダー 

 

３ 本体に取り付けられたプローブホルダーに、ＬＩＮＥ側測定プローブを装着して

使用します。(下図③) 

 

 

 

 

①穴に入れる

②下に引く

③LINE側測定プローブ装着

絶縁

接地

 

POWER

EARTH LINE

BAT APS NG HD OUT.H

0 100 200 300 400 500 600

100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 0.05 0

VΩ

MΩ

MΩ

V
％

∞

INSULATION

EARTH

電源

～～～～

ＥＲ

１２５Ｖ ２５０Ｖ

ＣＨＧ

ＤＣ ７Ｖ

５００Ｖ

       Ｉ       Ｉ       Ｉ       ＩＮＳＵＬＡＴＩＯＮ ＆ ＥＡＲＴＨＮＳＵＬＡＴＩＯＮ ＆ ＥＡＲＴＨＮＳＵＬＡＴＩＯＮ ＆ ＥＡＲＴＨＮＳＵＬＡＴＩＯＮ ＆ ＥＡＲＴＨ
     RESISTANCE TESTER     RESISTANCE TESTER     RESISTANCE TESTER     RESISTANCE TESTER

ＰｏｃｋｅｔｙＰｏｃｋｅｔｙＰｏｃｋｅｔｙＰｏｃｋｅｔｙ
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本器は、片手で握り、親指のみで操作できる構造となっておりますが、握っている本体をうっかりすべら

せて落下させることを防止するために、ハンドベルト、リストストラップが標準準備されています。安全と

落下破損防止のため、必ずご使用をお願い致します。ハンドベルトをご使用いただきますと、本体が手のひ

らにフィットし、スイッチ操作がし易くなります。 

 

 

 

手 順 操 作 

１ ハンドベルトをマジックテープ貼付け面が下側になるようにし、⑱ハンドベルト

取付部(上部)より通します。(下図①) 

先端を折り曲げると通り易くなります。 

２ 手順１と同様に⑲ハンドベルト取付部(下部)に通します。(下図②) 

ベルトが交差しないよう注意してください。 

３ ベルト通しに通した後、マジックテープを貼り合せます。(下図③) 

ハンドベルト／ 

リストストラップ 

 

 必要に応じて⑰リストストラップ取付部にリストストラップを取り付けてご使

用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

リストストラップ

③

貼り合わせる

②

貼付け面 貼付け面

①
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1.7    製品仕様製品仕様製品仕様製品仕様 
 

1.7.1    一般仕様一般仕様一般仕様一般仕様 
 

使用環境 ０～４０℃   ８０％ ＲＨ以下 ただし結露しないこと 

保存環境 -１０～５０℃ ８０％ ＲＨ以下 ただし結露しないこと 

確度保証環境 ２３℃±５℃  ８０％ ＲＨ以下 ただし結露しないこと 

耐電圧 測定端子－ケース間 ＡＣ１５００Ｖ １分間 カットオフ電流 １０ｍＡ 

絶縁抵抗 測定端子－ケース間 ＤＣ５００Ｖ ５０ＭΩ以上 

外形寸法 ８０(Ｗ)×１３０(Ｄ)×２９(Ｈ)ｍｍ  各±５ｍｍ （突起物含まず） 

質 量 ２００ｇ以下 電池含まず 

表示器 半透過型液晶表示（ＬＣＤ） ＬＥＤバックライト付き 

表示器寸法 ５０(Ｗ)×３８(Ｈ)ｍｍ 各±５ｍｍ  

準拠規格 

 

絶縁抵抗計 

接地抵抗計 

ＪＩＳ Ｃ １３０２ 準拠 

ＪＩＳ Ｃ １３０４（３極法の規格のため準拠参考規格となります） 

 

1.7.2    基本仕様基本仕様基本仕様基本仕様 
 

使用使用使用使用電源電源電源電源     

電 源 単４形ニッケル水素電池(Ｎｉ－ＭＨ) ４本   

警告
 

・ 電池交換では単４形一次乾電池(マンガン・アルカリ・オキシライ

ト等の一般単４乾電池)の使用はできません。一次乾電池で充電を

行いますと、爆発・発火・液漏れを引き起こす恐れがあるため、

一次電池には絶対に充電しないで下さい。 

  

電源電圧 ＤＣ７Ｖ～４.４Ｖ／基準電池電圧４.８Ｖ  

消費電流 絶縁抵抗測定状態 約ＤＣ ９０～４５０ｍＡ ＩＮＦ時／短絡時 

 接地抵抗測定状態 約ＤＣ３５０～３８０ｍＡ ０Ｌ／短絡時 

 交流電圧測定待機状態 約ＤＣ ９０～２５０ｍＡ  

 電源ＯＦＦ・省電力待機状態 約ＤＣ０.０３ｍＡ以下  

    

電池有効確認電池有効確認電池有効確認電池有効確認     

電源立上時の％電池 

有効表示使用回数 

満充電からの概算使用回数 

絶縁抵抗計：約１１４０回  接地抵抗計：約４３０回 

※概算使用回数は、測定時間、測定値により異なりますので参考回数とな

ります 

測定方式 接地抵抗計最大負荷時と同等 

測定電流 約４００ｍＡ  

表示方法 ４.８Ｖ以上を１００％表示とし、４.４５Ｖ未満を０％とし表示 

４.８Ｖ～４.５Ｖの間は１０％間隔で表示（３０％以下はブリンク表示） 

表示分解能 １０％  

ディスプレー「ＢＡＴＴ」表示  

測定方式 絶縁・接地測定(テストスイッチＯＮ)時に電池電圧測定 

 表示レベル テスト時における約３０％以下で「ＢＡＴＴ」表示 

「ＢＡＴＴ」表示からの 

概算使用回数 

絶縁抵抗計：約５００回  接地抵抗計：約７０回 

※概算使用回数は、測定時間、測定値により異なりますので参考回数とな

ります 
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絶縁抵抗計絶縁抵抗計絶縁抵抗計絶縁抵抗計     

測定端子 ＥＡＲＴＨ端子  

 ＬＩＮＥ端子  

測定方式 逐次近似方式  

応答速度 ２秒以内 サンプルレート２回／秒 

定 格 
  

型 名 定 格 

ＩＥ－４４ ５０Ｖ-１０ＭΩ／１２５Ｖ-２０ＭΩ／２５０Ｖ-５０ＭΩ 

ＩＥ－４５ １２５Ｖ-２０ＭΩ／２５０Ｖ-５０ＭΩ／５００Ｖ-１００ＭΩ 

  

許容差 
  

定格 ５０Ｖ-１０ＭΩ 

測定規格表現 測定範囲 許容差 

第１有効測定範囲 ０.０１ＭΩ以上 ～      ５ＭΩ以下 ± ５％＋１dgt 

０.００５ＭΩ以上 ～ ０.０１ＭΩ未満 ±１０％＋１dgt 
第２有効測定範囲 

     ５ＭΩ超過 ～    １０ＭΩ以下 ±１０％＋１dgt 

     ０ＭΩ以上～０.００５ＭΩ未満 ０を表示 

   １０ＭΩ超過 ～  １００ＭΩ以下 ±２０％＋２dgt 

 １００ＭΩ超過 ～  ２２０ＭΩ以下 規定せず 
その他範囲 

 ２２０ＭΩ超過 ～ ＩＮＦを表示 

 

定格 １２５Ｖ-２０ＭΩ 

測定規格表現 測定範囲 許容差 

第１有効測定範囲 ０.０２ＭΩ以上 ～    １０ＭΩ以下 ± ５％＋１dgt 

０.０１ＭΩ以上 ～ ０.０２ＭΩ未満 ±１０％＋１dgt 
第２有効測定範囲 

   １０ＭΩ超過 ～    ２０ＭΩ以下 ±１０％＋１dgt 

     ０ＭΩ以上 ～ ０.０１ＭΩ未満 ０を表示 

   ２０ＭΩ超過 ～  ２２０ＭΩ以下 ±２０％＋２dgt その他範囲 

 ２２０ＭΩ超過 ～ ＩＮＦを表示 

 

定格 ２５０Ｖ-５０ＭΩ    

測定規格表現 測定範囲 許容差 

第１有効測定範囲 ０.０５ＭΩ以上 ～    ２０ＭΩ以下 ± ５％＋１dgt 

０.０２ＭΩ以上 ～ ０.０５ＭΩ未満 ±１０％＋１dgt 
第２有効測定範囲 

   ２０ＭΩ超過 ～    ５０ＭΩ以下 ±１０％＋１dgt 

     ０ＭΩ以上 ～ ０.０１ＭΩ未満 ０を表示 

０.０１ＭΩ以上 ～ ０.０２ＭΩ未満 ±２０％＋２dgt 

   ５０ＭΩ超過 ～  ２２０ＭΩ以下 ±２０％＋２dgt 
その他範囲 

 ２２０ＭΩ超過 ～ ＩＮＦを表示 

  

定格 ５００Ｖ-１００ＭΩ    

測定規格表現 測定範囲 許容差 

第１有効測定範囲   ０.１ＭΩ以上 ～    ５０ＭΩ以下 ± ５％＋１dgt 

０.０５ＭΩ以上 ～   ０.１ＭΩ未満 ±１０％＋１dgt 
第２有効測定範囲 

   ５０ＭΩ超過 ～  １００ＭΩ以下 ±１０％＋１dgt 

     ０ＭΩ以上 ～ ０.０１ＭΩ未満 ０を表示 

０.０１ＭΩ以上 ～ ０.０５ＭΩ未満 ±２０％＋２dgt 

 １００ＭΩ超過 ～  ２２０ＭΩ以下 ±２０％＋２dgt 
その他範囲 

 ２２０ＭΩ超過 ～ ＩＮＦを表示  
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測定・表示分解能 
  

５０Ｖ－１０ＭΩ 

１２５Ｖ－２０ＭΩ／ 

２５０Ｖ－５０ＭΩ／ 

５００Ｖ－１００ＭΩ 

分解能 

0ＭΩ以上～0.005ＭΩ未満 0ＭΩ以上～0.01ＭΩ未満          ０ＭΩ 

0.005ＭΩ以上～0.1ＭΩ未満 0.01ＭΩ以上～0.1ＭΩ未満 ０.０００１ＭΩ 

           ０.１ＭΩ以上  ～      １ＭΩ未満   ０.００１ＭΩ 

              １ＭΩ以上  ～    １０ＭΩ未満     ０.０１ＭΩ 

            １０ＭΩ以上  ～  １００ＭΩ未満       ０.１ＭΩ 

          １００ＭΩ以上  ～  ２２０ＭΩ未満          １ＭΩ 

          ２２０ＭΩを超えるとき          ＩＮＦ 

  

測定端子電圧 
  

定格測定電圧 
定格電圧を維持できる 

測定抵抗値 
測定端子電圧 

  ５０Ｖ   ０.０５ＭΩ 

１２５Ｖ ０.１２５ＭΩ 

２５０Ｖ   ０.２５ＭΩ 

５００Ｖ     ０.５ＭΩ 

定格測定電圧の 

１００～１２５％以内 

  

測定端子電圧の許容差 １ｍＡ定電流領域において定格測定電圧の１００～１２５％以内 

無負荷測定端子電圧 測定端子開放状態において定格測定電圧の１００～１２５％以内 

定格測定電流 
  

定格測定電圧 負荷抵抗 定格測定電流 

  ５０Ｖ   ０.０５ＭΩ 

１２５Ｖ ０.１２５ＭΩ 

２５０Ｖ   ０.２５ＭΩ 

５００Ｖ     ０.５ＭΩ 

１ｍＡ ０％～＋２０％ 

  

短絡電流 ２ｍＡ以下  
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接地抵抗計接地抵抗計接地抵抗計接地抵抗計（（（（２２２２極法極法極法極法））））     

測定端子 ＥＡＲＴＨ 端子  

 ＬＩＮＥ端子  

測定対象 Ｂ種、Ｄ種接地 （Ａ種は対象外） 

測定方式 定電流測定方式 

※1 

間欠定電流制御 接地抵抗モード(レンジ)切替え時 

自動セルフテスト(自動オフセット機能)起動１０秒間 

応答速度 ５秒以内 サンプルレート２回／秒 

基準出力電流 約５ｍＡ 矩形波 

基準出力周波数 約７５０Ｈｚ  

基準補助接地抵抗値 商用電源共同接地使用 （基準低抵抗） 

有効測定範囲 １０～２００／６００／１０００Ω オートレンジシフト 

許容差      ０ ～ ９.００Ω未満 

９.００ ～ ２００Ω以下 

 ２０１ ～ ６００Ω以下 

 ６０１ ～ １０００Ω 

０Ω 

± ５Ω 

±２５Ω 

±５０Ω 
 

 測定・表示分解能 
  

測定範囲 分解能 

    ０Ω以上  ～   ９.００Ω未満       ０Ω 

 ９.００Ω以上  ～      １０Ω未満  ０.０１Ω 

  １０Ω以上  ～    １００Ω未満    ０.１Ω 

１００Ω以上  ～  １０００Ω以下       １Ω 

１０００Ωを超えるとき       ０Ｌ 

※測定値が９Ω未満の場合は、全て０Ω表示となります。 

 

地電圧の影響 ＡＣ０～３Ｖ実効値以下 

※３Ｖを超えて地電圧がある場合は、誤差となりますので注意してください。 

補助接地抵抗の影響 適用外／２極法(簡易法)  

※1 本器の接地抵抗測定は、２極法の交流定電流方式による測定方式のため、巻線抵抗を使用した抵抗器

で校正を行うと誤差を生じる場合がございますので、予めご了承願います。 

 

交流電圧計交流電圧計交流電圧計交流電圧計     

測定端子 ＥＡＲＴＨ端子  

 ＬＩＮＥ端子  

測定方式 平均値測定実行値表示  

応答速度 ２秒以内 サンプルレート２回／秒 

有効測定範囲 ＡＣ１５Ｖ～６５０Ｖ 商用電圧５０／６０Ｈｚ 測定 

許容差 ±２％rdg＋３dgt  
 

電圧表示 
  

測定電圧 表 示 

ＡＣ０Ｖ ～ ５Ｖ ０表示 

  ＡＣ６Ｖ ～ １４Ｖ L--- 表示 

ＡＣ１５Ｖ ～ ９９Ｖ ２桁 表示 

ＡＣ１００Ｖ ～ ６５０Ｖ ３桁 表示 

ＡＣ６５１Ｖ ～ ---- 表示 

  

測定・表示分解能 １Ｖ  

過電圧保護 ＡＣ７００Ｖ １分間耐  
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1.7.3    機能仕様機能仕様機能仕様機能仕様 
 

機能仕様機能仕様機能仕様機能仕様     

オルタネート機能 ・ 絶縁抵抗測定時、試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を１度単押しすることで、測定

状態(電圧出力)を維持し続ける機能です。 

・ 試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押しながら電源を投入することにより、オルタ

ネートモードで起動します。 

・ オルタネートモードの解除は、一度電源を切り再度電源を投入し通常起動

する事により解除できます(再起動により解除)。 

注意  
・ オルタネートモードでの試験終了時には、必ずオルタネートモード

を解除するか、電源をお切りください。感電などの思わぬ事故を引

起す可能性があり、大変危険です。 

・ オルタネートモードで測定状態の時には外部より電圧を印加しない

でください。本器の故障の原因になります。 

  

オートパワーオフ機能 ・ 電源をＯＮしてから本体のスイッチを操作しない場合、６０秒間で電源が

自動遮断してスリープモードに移行します。 

・ オートパワーオフでスリープモードに移行した場合は、電源スイッチを単

押しすることで本器の電源が入り、スリープモード前の状態に戻ります。 

・ スリープモード中に電源スイッチを２秒以上の長押しすると、内部メモリ

がリセットされ、初期起動と同様の起動動作になります。 

オートホールド機能 ・ 絶縁抵抗測定モードで試験スイッチ(ＴＥＳＴ)をＯＮ（押す）からＯＦＦ

（離す）に切換えた場合、５秒間測定表示を保持します。 

・ 接地抵抗測定モードで試験スイッチ(ＴＥＳＴ)をＯＮ（押す）からＯＦＦ

（離す）に切換えた場合、５秒間測定表示を保持します。 

試験スイッチを押し続けて、接地抵抗測定を続けると、１０秒後に自動ホ

ールドされ、５秒間測定表示を保持します。 

セルフテスト機能 ・ 絶縁抵抗測定モード(レンジ)から接地抵抗測定モード(レンジ)に切り替

えた時、本器が１０秒間自動的に０Ω調整(オフセット)を行ないます。そ

の間は、テストスイッチを押しても、接地測定に入れません。 

有電圧警告機能 ・ 交流電圧測定モードで測定電圧が１５Ｖ以上ある場合、試験スイッチ(Ｔ

ＥＳＴ)を押し続けても安全のため絶縁／接地抵抗測定モードへは移行せ

ず、測定表示を点滅して有電圧を警告します。 

・ 試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押した状態（縁抵／接地抗測定モ－ド状態）で

は、交流電圧測定は不可能となります。 

 絶縁コンパレーター機能 

（絶縁抵抗計） 

・ 絶縁抵抗測定時、各定格における測定値が下記表に定める管理値未満のと

き、ＮＧ表示と測定値表示点滅により警告します。 

定格測電圧 絶縁抵抗管理値 点滅表示例 

５０Ｖ／１２５Ｖ ０.１ＭΩ ＮＧ ０.０９９ＭΩ 

２５０Ｖ／５００Ｖ ０.２ＭΩ ＮＧ ０.１９９ＭΩ 

  

接地コンパレーター機能 

（接地抵抗計） 

・ 接地抵抗測定時、各定格における測定値が下記表に定める管理値以上のと

き、ＮＧ表示と測定値表示点滅とブザー音により警告します。 

測定レンジ 接地抵抗管理値 ブザー音間欠間隔 

１０～２００Ω １０１Ω １秒 

１０００Ω ５０１Ω ０.５秒 
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2.    試験手順試験手順試験手順試験手順 
 

※ 名称の前の○内の数字は１項「一般概要」に於いて表記された番号を表しますので、５頁の「1.5.1 本

体各部名称」を参照してください。 

 

※ スイッチ操作時には電子音で操作確認ができます。 

 

 

2.1    試験試験試験試験をををを始始始始めるめるめるめる前前前前にににに 
 

ご使用の前には、次の要領で必ず電池電圧のご確認及び充電を行ってください。 

 

 

注意
  

・ 購入後初めてご使用になられる場合は、ＡＣアダプタで内蔵電池を５～１０時間以上充電してか

らご使用ください。 

・ 製品出荷時の内蔵充電電池は仮充電となっており、そのままご使用されますと、電池電圧確認で

約７０％～０％が表示されます。また、使用中に「ＢＡＴＴ」がディスプレーに表示される場合

があります。 

・ 電源スイッチを長押しして起動することにより、ＬＣＤ表示器が点灯し、電池電圧確認が自動的

に行われ、電池電圧残量を１０％単位で％表示します。 

・ ＬＣＤ表示器が点灯しない場合は、２２頁「2.3.6 充電方法」の項に移項してください。 

・ 電池残量表示が３０％以下の時は、２２頁「2.3.6 充電方法」の項に移項してください。 

 

 

 

2.2    測定測定測定測定プローブプローブプローブプローブのののの接続接続接続接続 
 

 測定の前に、本体に測定プローブを接続します。 

 

手 順 操 作 

１ ①ＥＡＲＴＨ端子に測定プローブ（黒コード）のＬ型端子を接続します。 

２ ②ＬＩＮＥ端子に測定プローブ（赤コード）のＬ型端子を接続します。 

３ 測定プローブ（黒コード）のストレート端子に、アース側プローブ先端クリップ

（黒）を取付けます。 

測定プローブの 

接続 

４ 測定プローブ（赤コード）のストレート端子に、ライン側プローブ先端ピン（赤）

を取付けます。 

 
 

注意
  

・ 測定プローブは束ねて使用しないでください。 

束ねた状態で測定すると、測定プローブ（コード）間の絶縁状態や誘導などにより、測定値に影

響する場合があります。 

・ 測定プローブと本体および先端ピン・先端クリップとの接続は、測定中に脱落しないよう各プラ

グが奥まできちんと挿入されていることを確認してください。 

 

 

 



3301-000ST003 

 16

 

2.3    操作説明操作説明操作説明操作説明 
 

2.3.1    起動操作起動操作起動操作起動操作 
 

手 順 操 作 

１ ⑩電源スイッチ（ＰＯＷＥＲ）を２秒以上長押しすると、ブサー音が１回“ピッ”

と鳴り、ＬＥＤバックライトが点灯し起動します。 

２ ⑩電源スイッチ（ＰＯＷＥＲ）を放すと、

電池電圧測定を開始します。 

内蔵電池の残量が右の図１の様に３秒間

だけ１０％単位で表示されます。 

 

 

BAT

0 100 200 300 400 500 600

100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 0.05 0

％

∞

 
図１ 

３ 電池残量表示が終了すると、右の図２の様

に交流電圧測定モードになります。 

 

 

0 100 200 300 400 500 600

100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 0.05 0∞

V

 
図２ 

通常起動 

(電源ＯＮ) 

４ 通常起動した場合、最初は絶縁抵抗低定格に位置しております。 

 

手 順 操 作 絶縁抵抗計での 

オルタネート起動 １ ⑬試験スイッチ（ＴＥＳＴ）を押しながら、⑩電源スイッチ（ＰＯＷＥＲ）を同

時に２秒以上長押しすると、ブサー音が２回“ピッピッ”と鳴り、ＬＥＤバック

ライトが点灯し起動します。 

 ２ ⑩電源スイッチ（ＰＯＷＥＲ）・⑬試験スイ

ッチ（ＴＥＳＴ）を放すと、電池電圧測定

を開始します。 

内蔵電池の残量が右の図３の様に３秒間だ

け１０％単位で表示されます。 

 

 

BAT OUT.H

0 100 200 300 400 500 600

100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 0.05 0

％

∞

 
図３ 

 ３ 電池残量表示が終了すると、交流電圧測定

モードになります。 

オルタネートモードでは、右の図４の様に

「ＯＵＴ.Ｈ」が表示されます。    

 

OUT.H

0 100 200 300 400 500 600

100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 0.05 0∞

V

 

図４ 

 ４ オルタネートモードで起動した場合、最初は絶縁抵抗低定格に位置しておりま

す。 
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説 明 

本器は電池駆動の製品のため、標準で以下の省電力機能が搭載されております。 

１ 電源ＯＮした状態でスイッチ無操作時間が連続して３０秒間継続すると、ＬＥＤ

バックライトが消灯します。 

２ 電源ＯＮした状態でスイッチ無操作時間が連続して５０秒間継続すると、ブザー

音による省電力待機警告が開始されます（１０秒間）。 

３ 省電力待機警告が１０秒経過（スイッチ無操作時間連続６０秒）後は、自動的に

省電力待機状態（スリープモード）に移行します。 

省電力機能 

 

  

手 順 操 作 

省電力待機状態（スリープモード）であることが前提です。 

１ ⑩電源スイッチ（ＰＯＷＥＲ）を短押し(約０.５秒)します。 

２ ＬＥＤバックライトが点灯し、省電力待機状態から復帰します。 

 

注意  
・ 省電力待機状態からの復帰では、省電力待機状態前のレンジを保持し

て起動します。 
・ 絶縁抵抗計の高定格レンジで省電力待機状態に移行した場合、復帰時

には安全のため、低定格レンジで復帰します。 
・ オルタネートモードで電圧出力中に省電力待機状態になった場合は、

出力を停止した状態（交流電圧測定モード）で復帰します。 

  

３ 省電力待機状態（スリープモード）で⑩電源スイッチ（ＰＯＷＥＲ）を２秒以上

長押しした場合は、内部メモリがリセットされ、通常起動と同様の起動となりま

す。 

省電力待機状態 

（スリープモード）

からの復帰 

 

  

注意  
・ 本器は電子的に省電力待機状態（スリープモード）を実現しているた

め、省電力待機時は完全な電源ＯＦＦではありません。 
・ 電池消耗を防止するため、測定終了後は電源をＯＦＦにしてくださ

い。長期間使用しない場合は、電池を取り外して保管してください。 
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2.3.2    モードモードモードモードのののの説明説明説明説明 
 

手順 操 作 

１ ⑩電源スイッチ(ＰＯＷＥＲ)をＯＮすると交流電圧測定モードになります。 

この時、③ＬＣＤ表示器は“０”を表示します。 

２ 検電モードは、交流電圧測定モードと兼用しています。 

交流電圧測定・ 

検電モード 

  

手順 操 作 

１ ⑩電源スイッチ(ＰＯＷＥＲ)をＯＮすると交流電圧測定モードになります。 

この時、③ＬＣＤ表示器は“０”を表示します。 

２ ⑫絶縁抵抗計スイッチで絶縁抵抗測定レンジを選択します。 

スイッチを押す毎に低定格(緑)、中定格(黄)、高定格(赤)の順でＬＥＤが点灯します。 

３ ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押している間は絶縁抵抗測定モードになります。 

４ 絶縁抵抗測定後（試験スイッチを離すと）、測定値が５秒間のオート･ホールド表示と

なります。 

５ ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を再度、押し続けるとオート･ホールド表示が消えて、絶

縁抵抗測定モードに戻ります。 

⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押さなければ交流電圧測定モードに戻ります。 

絶縁抵抗測定 

モード 

  

手順 操 作 

１ ⑩電源スイッチ(ＰＯＷＥＲ)をＯＮすると交流電圧測定モードになります。 

この時、③ＬＣＤ表示器は“０”を表示します。 

２ ⑪接地抵抗計スイッチで接地抵抗測定モードを選択します。 

ＥＲのＬＥＤが橙色に点灯します。 

３ 接地抵抗モードに切替えると、１０秒間のセルフテスト機能が起動します。その間は、

試験スイッチの測定には入れません。 

４ ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押して３秒(自動補正)後に接地抵抗測定モードになり

ます。 

５ 接地抵抗測定後（試験スイッチを離すと）、測定値が５秒間のオート･ホールド表示と

なります。 

６ ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押し続けて接地測定し続けると、１０秒後自動的にオー

トホールド表示となり、その後電圧計の表示になります。 

７ ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を再度押すか、押し続けると、オート･ホールド表示が消

えて、接地抵抗測定モードに戻ります。 

⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押さなければ交流電圧測定モードに戻ります。 

接地抵抗測定 

モード 

  

手順 操 作 

１ ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押しながら⑩電源スイッチ(ＰＯＷＥＲ)をＯＮすると、

“ＯＵＴ.Ｈ”を表示し、オルタネートモードで起動します。起動時は交流電圧測定

モードで起動します。検電機能は、通常の交流電圧測定・検電モードと同様です。 

 ※接地抵抗計測定には、オルタネート機能はありません。 

２ 絶縁抵抗測定モード(⑫絶縁抵抗計スイッチ)を選択します。 

３ ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を短押しすることで測定(出力)モードになります。 

４ 測定後、再度⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を短押しすることで、測定値が５秒間のオー

ト･ホールド表示となります。 

⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を再度押さない限り、絶縁抵抗測定が継続されます。 

オルタネート 

モード 

５ ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を再度、短押しすると、オート･ホールド表示もしくは電

圧計表示が消えて、測定(出力)モードになります。 

警告
 

・ オルタネート機能での絶縁抵抗測定においては、試験スイッチを 1回押すと、

選択された絶縁抵抗測定電圧が常時出力された状態となりますので、感電しな

いよう注意してください。  
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2.3.3    交流電圧計交流電圧計交流電圧計交流電圧計 
 

手 順 操 作 

１ １６頁の「2.3.1 起動操作」に従い、起動します。 

２ ③ＬＣＤ表示器に“０”が表示され、バックライトが点灯します。 

３ ＬＩＮＥ(ライン)側測定プローブの先端を検電しようとする線路または機器の

充電部に接触させます。 

４ この時、非接地側(ＬＩＮＥ側)であれば、右

図５のように③ＬＣＤ表示器に“Ｌ－－－”

または電圧値を表示します。 

 

0 100 200 300 400 500 600

100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 0.05 0

V　

V

∞

 
図５ 

検電方法 

 

 

５ 接地側であれば、③ＬＣＤ表示器の“０”表示は変わりません。 

 

手 順 操 作 

１ １６頁の「2.3.1 起動操作」に従い、起動します。 

２ ③ＬＣＤ表示器に“０”が表示され、バックライトが点灯します。 

３ ＬＩＮＥ（ライン）側測定プローブとＥＡＲＨＴ(アース)側測定プローブの先端

を測定しようとする線路、または機器の充電部に接触させます。 

４ １５Ｖ以上の電圧を測定したときには、ブザーが断続音で鳴ります。 

５ 右図６のように③ＬＣＤ表示器に測定電圧

（Ｖ）が表示されます。 

 

 

 

0 100 200 300 400 500 600

100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 0.05 0

V　

V

∞

 
図６ 

６ 交流電圧測定モードのまま６０秒間経過するとオートパワーオフ機能が働き、電

源が自動で遮断されＯＦＦとなります。 

（オートパワーオフからの復帰は、2.3.1 項の起動操作「省電力待機状態からの

復帰」を参照ください） 

交流電圧測定 

 

 

   

警告
 

・ ７００Ｖを超える電圧を測定プローブ間に印加させると、故障の原因と

なる恐れがありますので、絶対に印加しないでください。 
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2.3.4    絶縁抵抗計絶縁抵抗計絶縁抵抗計絶縁抵抗計 
 

手 順 操 作 

１ １６頁の「2.3.1 起動操作」に従い、起動します。 

２ ③ＬＣＤ表示器に“０”が表示され、バックライトが点灯します。 

３ ⑫絶縁抵抗計スイッチを押して定格測定電圧(試験電圧)を選択します。 

４ 定格測定電圧(試験電圧)は、⑤･⑥･⑦定格測定電圧表示灯の点灯により確認でき

ます。 

５ ＬＩＮＥ（ライン）側測定プローブとＥＡＲＨＴ(アース)側測定プローブの先端

を被測定物に接触させてから、⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押します。 

このとき、ＬＣＤ表示器の電圧出力表示(高圧注意マーク)と絶縁抵抗計のレンジ

ＬＥＤ表示灯が点滅表示します。 

６ ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押して１～２秒後より、絶縁抵抗測定を行いますの

で③ＬＣＤ表示器に表示された絶縁抵抗値を読み取ってください。 

７ ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押し続け（表

示値が安定してから）、離すと右図７の様

にオートホールド状態となり、５秒間測定

値を保持します。 

※試験スイッチを間違えて短押し(約１

秒)のみすると、「----」表示をし電圧計

モードに戻ります。 

測定中は試験スイッチを押し続けて下

さい。 

 

HD
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図７ 

絶縁抵抗測定 

 

８ オートホールド表示中でも再度、⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押すことにより、

オートホールド表示は解除され、次の測定を行うことができます。 

コンパレーター 

機能 

 ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押したとき、

絶縁抵抗測定値が絶縁抵抗管理値未満の場

合、右図８の様に NG を表示し測定値を点

滅表示します。 

５０Ｖ―１０ＭΩ･･･０.１ＭΩ未満 

１２５Ｖ―２０ＭΩ･･･０.１ＭΩ未満 

２５０Ｖ―５０ＭΩ･･･０.２ＭΩ未満 

５００Ｖ―１００ＭΩ･･･０.２ＭΩ未満 

 

NG
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図８ 

    

警告
 

・ 被測定物に電圧が加わっている状態(停電状態でない場合)では測定し

ないでください。感電したり本器の故障の原因となる恐れがあります。 

  

注意  
・ 電源をＯＮした状態(交流電圧測定モ－ドになっています)で、ＬＩＮ

Ｅ（ライン）側測定プローブとＥＡＲＨＴ(アース)側測定プローブ間

に１５Ｖ以上の外部電圧が印加されている場合は、ブザーが断続的に

鳴り、絶縁抵抗測定を行うことはできません。 

・ １５Ｖ以上の外部電圧を無視して、⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押し

続けた場合オートオフになる迄の６０秒間点滅表示となり絶縁抵抗測

定を行うことは出来ません。 

・ この様な場合は被測定物を無電圧状態にしてから測定してください。 
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2.3.5    接地抵抗計接地抵抗計接地抵抗計接地抵抗計 
 

手 順 操 作 

１ １６頁の「2.3.1 起動操作」に従い、起動します。 

２ ③ＬＣＤ表示器に“０”が表示され、バックライトが点灯します。 

３ ⑪接地抵抗計スイッチを押して、接地抵抗測定モードを選択します。 

４ 接地抵抗測定モードは、⑧接地抵抗測定表示灯の点灯により確認できます。 

５ 接地抵抗モードに切替えると、１０秒間のセルフテスト機能が起動します。その
間は、試験スイッチの測定には入れません。 

６ １９頁「2.3.3交流電圧計」項の「検電方法」により、コンセントもしくは分電
盤の商用電源の共同接地(基準低抵抗)を確認します。 

７ 商用電源の共同接地(基準低抵抗)にＥＡＲＨＴ(アース)側測定プローブの先端
を取り付けます。 

８ 被測定接地極にＬＩＮＥ（ライン）側測定プローブの先端を接触させます。 

９ 有電圧状態でないことを確認して、⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押します。 

１０ ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押して３秒後、接地抵抗測定を行いますので③ＬＣ
Ｄ表示器に表示された接地抵抗値を読み取ってください。 

⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押し（表示値

が安定してから）、試験スイッチを離すこ

とにより右図９の様にオートホールド状

態となり、５秒間測定値を保持します。 

※試験スイッチを押して３秒以内(「 ― 」
表示中)に試験スイッチを離すと、測定

は中止され電圧計に戻ります。 

0 100 200 300 400 500 600
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図９ 

１１ 

 

注意
 

・ 測定値が９Ω未満の場合は、全て０Ω表示となります。 
・ 連続して１０秒以上測定(出力)した場合、自動的に測定(出力)を停止し、
５秒間のオートホールドとなります。  

接地抵抗測定 

 

１２ オートホールド表示中に再度、⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押しても、オートホールド
表示は５秒間解除されません。そのまま押し続けると次の測定を行うことができます。 

注意  
・ 連続１０秒以上の測定で自動オートホールドとなった場合も、⑬試験スイ
ッチ(ＴＥＳＴ)を再度短押ししても測定再開できません。 

・ 自動オートホールドが解除(５秒間)された後に再度測定してください。  
コンパレーター 

機能 

 ⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押したとき、

接地抵抗測定値が接地抵抗管理値以上の

場合、右図１０の様にＮＧを表示し測定値

の点滅表示とブザー音(断続音)により警

告します。 

 

 

NG
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図１０ 

  
 

警告
 

・ 被測定物に電圧が加わっている状態では測定しないでください。 
・ 正確な測定が出来ないばかりでなく、感電や本器の故障の原因となる恐れ
があります。 

・ 電源スイッチ(ＰＯＷＥＲ)をＯＮした状態(交流電圧測定モ－ドになって
います)で、ＬＩＮＥ（ライン）側測定プローブとＥＡＲＨＴ(アース)側
測定プローブ間に１５Ｖ以上の外部電圧が印加されている場合は、ブザー
が断続的に鳴り、接地抵抗測定を行うことはできません。 

・ １５Ｖ以上の外部電圧を無視して、⑬試験スイッチ(ＴＥＳＴ)を押し続けた場合オー
トオフになる迄の６０秒間点滅表示となり接地抵抗測定を行うことは出来ません。 

・ 試験スイッチを押して接地抵抗測定中に、電圧を突然印加した場合、接地
抵抗測定から電圧計モードに切替わります。この過電圧印加保護機能にお
いて、ＡＣ２００Ｖ電路では、電路容量の関係上、本器を破損する場合が
ありますので、絶対に印加しないでください。  
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2.3.6    充電方法充電方法充電方法充電方法 
 

手 順 操 作 

１ 充電時の注意事項 

本器には、単４形ニッケル水素電池(Ｎｉ－ＭＨ)４本のみご使用ください。一

般の１次電池(マンガン、アルカリ、オキシライト電池等)は、絶対に使用しな

いでください。 

注意
 

・ 充電の際ＡＣアダプタは、必ず指定のものを使用してください。指定以外

のもので充電しますと故障の原因となります。(ＤＩ-２８Ｐ ＡＣアダプ

タ共用) 
 

警告
 

・ 現場での充電不足等における緊急時の対応として、電池交換により単４形

一次乾電池の使用も可能な設計となっていますが、一次乾電池には絶対に

充電しないで下さい。爆発・発火・液漏れを引き起こす恐れがあります。

これには、災害、人身事故の補償はできかねます。 

・ 現場における充電不足等での臨時の電池交換により、単４形一次乾電池使

用後は、一次乾電池の充電を避けるため、必ず付属の単４形ニッケル水素

電池(Ｎｉ－ＭＨ)に戻してください。 

・ ニッケル水素電池を充電の際には、ガスが発生するため、密閉した空間で

充電しないでください。 

・ 長期間にわたる充電は発火の恐れがあり、危険ですので避けてください。  
２ 内蔵電池の取り扱いについて 

使用状態及び電池の充電の仕方によっては、内蔵電池の寿命に大きな影響を与

えますので下記のことに注意してご使用下さい。 

注意
 

・ 充電する場合は､できるだけ電池残量が３０％以下になるまで使用してか

ら充電してください。 

・ 必ず、完全充電状態まで充電して下さい。充電時間を短くし充電不足のま

ま放置すると次回から試験回数が減るだけでなく､電池の回復能力を失い

ます。 

・ 内蔵電池が空の状態においては、充電開始から約１５～２０時間で完全充

電状態になります。 

・ 重ね合わせ充電(電池残量１０～３０％)の場合は、約５～１０時間で完全

充電状態になります。 

・ 本器を長期保管する場合は、内蔵電池を取り外して保管することをお勧め

します。  
３ 内蔵電池の充電は、次の方法で行ってください。 

４ 本体右側面の④充電用ジャックに、ＡＣアダプタ電源コードのプラグを挿し込みます。 

５ ＡＣアダプタの電源端子をＡＣ１００Ｖ電源（５０/６０Ｈｚ）に接続します。 

電源接続と同時に充電が開始されます。 

充電中はＡＣアダプタの抜差しと連動して⑨充電状態表示灯が点灯します。 

６ 重ね合わせ充電では約５～１０時間、空の電池では約１５～２０時間で充電を完

了します（充電後はＡＣアダプタを取り外してください） 

注意
 

・ 本器の充電回路は､電池の自然放電を防止し、常に満充電状態を保つため、

トリクル充電方式を採用しております。従って、約１５時間で充電が完了し

た後も⑨充電状態表示灯は点灯した状態となりますのでご注意ください。  

内蔵電池充電方法 

 

７ 充電完了の確認は、通常起動の手順で行い、電池電圧が１００％表示であること

確認します。 



3301-000ST003 

 23

 

2.3.7    電池交換方法電池交換方法電池交換方法電池交換方法 
 

次のような現象が見られた時は、下記の方法で内蔵電池を新しいものと交換してください。 

・ 充電を行っても、電池残量確認表示が１００％にならない。 

・ 充電の回数が頻繁になった。 

 

手 順 操 作 

１ ⑮電池収納部のネジをプラスドライバーで外します。 

2 ⑮電池収納部の蓋を取り外します。 

３ 内蔵電池を取り外し、指定の単４形ニッケル水素電池(Ｎｉ－ＭＨ)を図の極性の

通りに取り付けます。 

 

４ x HR 03

MUSASHI

 
 

警告
 

・ 極性は必ず厳守してください。逆極性での使用や充電は、電池の発火や液漏れ

などを引き起す恐れがあり、危険ですので行わないでください。 

 

本器には、単４形ニッケル水素電池(Ｎｉ－ＭＨ)４本のみご使用ください。一般

の１次電池(マンガン、アルカリ、オキシライト電池等)は、絶対に使用しないで

ください。 

 

４ ⑮電池収納部の蓋を取り付けます。 

内蔵電池交換方法 

 

 

５ ⑮電池収納部のネジをプラスドライバーで取り付けます。 

 ６ ｢2.3.6 充電方法｣に従って電池の充電を行います。 
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3.    付付付付    録録録録 
 

3.1    簡易接地抵抗簡易接地抵抗簡易接地抵抗簡易接地抵抗（（（（２２２２極法極法極法極法））））のののの概要概要概要概要 
 

  接地抵抗と言う用語は古くから用いられています。この接地抵抗は一般の電気抵抗とは性格が異なり、し

かも大地の複雑な構成からなる漠然としたもので、定義は難しいですが、理論上は次のように定義されてい

ます。 

  一つの接地極があって、これにＩなる接地電流が大地内に放流されたとき、接地極には無限遠大地に対し

て電位上昇を生じます。これをＥとおけば、Ｅ／Ｉが接地抵抗となります。（図－１参照） 

  従って、その構成は接地された導体の電気抵抗と、その接地極と大地との接触面に生ずる接地抵抗、及び

大地中に電流が拡散する経路の電気抵抗の和と考えられます。 

  実際の接地では、あとの二つの抵抗は接地極導体の接触面のなじみ、大地の導電率及び温湿度などに影響

を受け複雑に変化し、その上大地に流れている地電流などの影響もあり、高い性能と交流の低い周波数、ま

たは大きな測定電流を有する測定器によって、誤差を生じないよう十分注意深く測定された値を接地抵抗と

考えることが実用的であるといわれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接
地
極

Ｉ（Ａ）

大地

無限遠大地
の電位

０

Ｅ（Ｖ）

 

図図図図    －－－－２２２２    
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3.2    簡易接地抵抗簡易接地抵抗簡易接地抵抗簡易接地抵抗（（（（２２２２極法極法極法極法））））のののの測定原理測定原理測定原理測定原理 
 

  本器は、商用電源の共同アース(或いは水道鉄管、鉄骨等)を補助接地極として利用し、被測定接地極との

合成抵抗を測定します。従って、共同アース自体の接地抵抗が大きい場合は、測定値に誤差を生じることに

なります。また、配線用ＥＬＢを動作させない為に測定電流を定電流 5ｍＡ以下に抑えていること、共同ア

ース側の接地抵抗も含める測定方式からＡ種、Ｃ種接地の１０Ω未満の試験は測定範囲外となり、使用でき

ません。 

 

被測定接地極

共同接地
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EARTH側 LINE側

ｉ

ＥＲＥｒ

柱状トランス

共同接地
もしくは
水道鉄管
鉄骨等

アース側プローブ先端ピン、
コンセントプローブ(コンセント)
又はマグネットプローブ(分電盤)

絶縁

接地
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図－２ 

 

《簡易接地抵抗測定（２極法）の原理》 

 

Ｒ＝ＥＲ＋Ｅｒ 

 

ＥＲ：被測定接地極の接地抵抗 

                 Ｅｒ：商用電源の共同アース(基準低抵抗) 

                 Ｒ ：本器の指示する接地抵抗値 

                 ｉ ：測定電流約５ｍＡ７５０Ｈｚ) 

 

 通常は、ＥＲよりＥｒが極端に小さいのでＲ≒ＥＲとします。 

 ＥｒがＥＲより大きい場合は、Ｒ＝ＥＲとできなく、Ｅｒの分だけ測定した接地抵抗値が大きくなります。 

  本器で測定した値(Ｒ)は、被測定接地極の接地抵抗(ＥＲ)に商用電源の共同アースの接地抵抗値(Ｅｒ)

を加算した値となり、ＥＲはＲより必ず小さいことになります。 

  このため、本器で測定した値が法で定める接地抵抗の規定値を下回れば、規定値を十分に満足する接地抵

抗値と判定でき、測定値(Ｒ)を真値とすることができます。 

  水道鉄管やその他の鉄骨などを補助接地極とする場合は、できるだけ低い接地抵抗の場所を選ぶことによ

り、より真値に近い測定となります。 
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3.3    参考資料参考資料参考資料参考資料 
 

3.3.1    絶縁抵抗絶縁抵抗絶縁抵抗絶縁抵抗のののの判定基準判定基準判定基準判定基準 
 

低圧電路の絶縁性能 

被試験物 絶縁抵抗値 推奨定格測定電圧 

１００Ｖの電路及び機器 ０.１ＭΩ以上 １２５Ｖ 

２００Ｖの電路及び機器 ０.２ＭΩ以上 ２５０Ｖ 

４００Ｖ級の電路及び機器 ０.４ＭΩ以上 ５００Ｖ 

高圧及び特別高圧の電路 絶縁されていることが確認 

できること 
１０００Ｖ 

 

 

 

3.3.2    接地接地接地接地のののの種類種類種類種類 
 

設置場所と接地工事の種類 

施設場所（被接地物） 接地工事の種類 

・高圧用の機械器具の鉄台及び金属製外箱 

・高圧電路の避雷器 

・高圧屋外電線路・高圧屋内配線に使用する管、ケーブルを収める防護装

置の金属部分、金属製電線接続箱、ケーブル被覆の金属体（人が触る恐

れがないように施設する場合は、Ｄ種接地工事とすることができる）。 

Ａ種接地工事 

・高圧電路と低圧電路とを結合する変圧器の低圧側の中性点、または１端

子（低圧側３００Ｖ以下の場合）。 
Ｂ種接地工事 

・３００Ｖを超える低圧用機械器具の鉄台及び金属製外箱。 

・３００Ｖを超える低圧配線に用いる金属製の管、ダクト、接続箱など。 
Ｃ種接地工事 

・高圧計器用変成器（ＶＴ，ＣＴ）の二次側電路。 

・高圧架空ケーブルのちょう架用線（メッセンジャワイヤ）およびケーブ

ル被覆の金属体。 

・地中電線を収める管など、防護装置の金属製部分、金属製電線接続箱、

地中ケーブル被覆の金属体。 

・３００Ｖ以下の低圧用機械器具の鉄台及び金属製外箱。 

・３００Ｖ以下の低圧配線に用いる金属製の管、ダクト、接続箱。 

Ｄ種接地工事 
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3.3.3    接地抵抗接地抵抗接地抵抗接地抵抗のののの判定基準判定基準判定基準判定基準 
 

接地抵抗及び接地線の太さ 

接地工事の種類 接地抵抗値 接地線の太さ 

Ａ種接地工事 １０Ω以下 

引張強さ１.０４ｋＮ以上の

金属線または直径２.６ｍｍ

以上の軟銅線 

Ｂ種接地工事 

変圧器の高圧側または特別高圧側の電路で１

線地絡電流のアンペア数で定数注１を除した値

に等しいオーム数以下。 

    定数注１     

           ＝  [Ω] 

  １線地絡電流[Ａ] 

引張強さ２.４６ｋＮ以上の

金属線または直径４ｍｍ以上

の軟銅線注３ 

Ｃ種接地工事 １０Ω以下注２ 

引張強さ０.３９ｋＮ以上の

金属線または直径１.６ｍｍ

以上の軟銅線 

Ｄ種接地工事 １００Ω以下注２ 

引張強さ０.３９ｋＮ以上の

金属線または直径１.６ｍｍ

以上の軟銅線 

 

注１：通常は定数を１５０とし次の場合は定数を変える 

変圧器の高圧側の電路又は使用電圧が３５,０００Ｖ以下の特別高圧側の電路と低圧側

の電路の混触により低圧電路の対地電圧が１５０Ｖを超えた場合に、１秒を超え２秒以

内に自動的に高圧電路又は使用電圧が３５,０００Ｖ以下の特別高圧電路を遮断する装

置を設けるときは定数を３００、１秒以内の自動的に高圧電路又は使用電圧が３５,００

０Ｖ以下の特別高圧電路を遮断する装置を設けるときは定数を６００とする。 

注２：低圧電路において、当該電路に地絡を生じた場合に０.５秒以内に自動的に電路を遮断す

る装置を施設するときは、５００Ω以下とする。 

注３：高圧電路又は電気設備技術基準・解釈第１３３条に規定する特別高圧架空電線路の電路

と低圧電路とを変圧器により結合する場合は、引張強さ１.０４ｋＮ以上の金属線又は直

径２.６ｍｍ以上の軟銅線。 
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保保保保    守守守守    
 

点点点点    検検検検    
    

付属品付属品付属品付属品のののの確認確認確認確認    付属品の章を参照し、付属品の有無を確認します。    

構造構造構造構造のののの点検点検点検点検    操作パネルを点検し、部品（ネジ、ツマミ、ノブ、端子）、ケースの変形が無いか調べ

ます。    

    本体指示計器を点検し、ひび割れ、破損が無いか調べます。 

    試験コードを点検し、亀裂、つぶし、断線が無いか調べます。 

    本体に電源を入れ、動作の確認をします。 
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カスタマサービスカスタマサービスカスタマサービスカスタマサービス    
 

校正試験校正試験校正試験校正試験 

 

校正校正校正校正データデータデータデータ試験試験試験試験    

のごのごのごのご依頼依頼依頼依頼    

    

ＩＥ－４４／４５の試験成績書、校正証明書、トレーサビリティは、有償にて発

行いたします。お買いあげの際に申し出下さい。アフターサービスに於ける校正

データ試験のご依頼は、本器をお客様が校正試験にお出ししていただいた時の状

態で測定器の標準器管理基準に基づき校正試験を行い試験成績書、校正証明書、

トレーサビリティをお客様のご要望（試験成績書のみでも可）に合わせて有償で

発行いたします。    

    校正証明書発行に関しては、試験器をご使用になられているお客様名が校正証明

書に記載されますので代理店を経由される場合は、当社に伝わるようにご手配願

います。    

    校正データ試験のご依頼時に点検し故障個所があった場合は、修理・総合点検と

して校正データ試験とは別に追加の修理・総合点検のお見積もりをさせていただ

きご了承をいただいてから修理いたします。 

    本器の校正に関する試験は、本器をお買い求めの際にご購入された付属コード類

も含めた試験になっています。校正試験を依頼される場合は、付属コード類を本

体につけてご依頼下さい。 

校正試験校正試験校正試験校正試験データデータデータデータ    

（（（（試験成績書試験成績書試験成績書試験成績書））））    

校正試験データとして試験成績書は、６ヶ月間保管されますが原則として再発行

致しません。修理において修理後の試験成績書が必要な場合は、修理ご依頼時に

お申し付け下さい。修理完了して製品がお客様に御返却後の試験成績書のご要望

には、応じかねますのでご了承下さい。 

 

    校正データ試験を完了しました校正ご依頼製品には、「校正データ試験合格」シー

ルが貼られています。 
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製品保証製品保証製品保証製品保証ととととアフターサービスアフターサービスアフターサービスアフターサービス                                                                                                            
 

保証期間保証期間保証期間保証期間とととと保証内容保証内容保証内容保証内容    納入品の保証期間は、お受け取り日（着荷日）から１年間といたします。（修理は

除く）この期間中に、当社の責任による製造上及び、部品の原因に基づく故障を

生じた場合は、無償にて修理を行います。ただし、天災及び取扱ミス（定格以外

の入力、使い方や落下、浸水などによる外的要因の破損、使用・保管環境の劣悪

など）による故障修理と校正・点検は、有償となります。また、この保証期間は

日本国内においてのみ有効であり、製品が輸出された場合は、保証期間が無効と

なります。また、当社が納入しました機器のうち、当社以外の製造業者が製造し

た機器の保証期間は、本項に関わらず、該当機器の製造業者の責任条件によるも

のといたします。    

保証期間後保証期間後保証期間後保証期間後ののののサービサービサービサービ

スススス((((修理修理修理修理・・・・校正校正校正校正））））    

有償とさせていただきます。当社では、保証期間終了後でも高精度、高品質でご

使用頂けるように万全のサービス体制を設けております。アフターサービス（修

理・校正）のご依頼は、当社各営業所又は、ご購入された代理店に製品名、製品

コード、故障・不具合状況をお書き添えの上ご依頼下さい。修理ご依頼先が不明

の時は、当社各営業所にお問い合わせ下さい。 

一般修理一般修理一般修理一般修理のごのごのごのご依頼依頼依頼依頼    

    

お客様からご指摘いただいた故障個所を修理させていただきます。点検の際にご

依頼を受けた修理品が仕様に記載された本来の性能を満足しているかチェック

し、不具合があれば修理のお見積もりに加え修理させていただきます。 

（「修理・検査済」シールを貼ります。） 

総合修理総合修理総合修理総合修理のごのごのごのご依頼依頼依頼依頼    点検し故障個所の修理を致します。点検の際にご依頼を受けた修理品が仕様に記

載された本来の性能を満足しているか総合試験によるチェックを行い、不具合が

あれば修理させていただきます。さらに消耗部品や経年変化している部品に関し

て交換修理（オーバーホール）させていただきます。修理依頼時に総合試験をご

希望されるときは、「総合試験」をご指定下さい。校正点検とは、異なりますので

注意して下さい。 

（「総合試験合格」シールを貼ります）  

修理保証期間修理保証期間修理保証期間修理保証期間    修理させていただいた箇所に関して、修理納入をさせていただいてから６ヶ月保

証させていただきます。 

修理対応可能期間修理対応可能期間修理対応可能期間修理対応可能期間    修理のご依頼にお応えできる期間は、基本的に同型式製品の生産中止後７年間と

なります。また、この期間内に於いても市販部品の製造中止等、部品供給の都合

により修理のご依頼にお応え致しかねる場合もございますので、ご了承下さい。 
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